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した Codex試験法を統一化するプロジェクト(SPIFAN: Stakeholder Panel on Infant Formula and Adult 
Nutritionals)を立ち上げている。SPIFANの活動は順調に推移し、一般食品を対象としたプロジェクト











































本研究の成果を基に、SPIFAN 並びに SPSFAM が抱える課題を関係する組織に共有化することで、将来的
に、発展途上国を中心とした全ての国や組織の検査機関がより容易に Codex試験法を導入することができ、
さらに国産の育児用調製乳をはじめとした食品について、国際貿易を通じて安定的に供給できる環境を整
えるきっかけになることが期待される。 
令和２年１月14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
